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きょうと まち 

むかし、 むかし、 京都の 町で ねずみが たいそう あば 

こま だいどころ とだな た 

れて、 困った ことがあ りました。 台所 や 戸棚の 食べ 

もの ぬす だ としょうじ 

物 を 盗み出す どころ か、 戸障子 を かじつたり、 たんす 

あな きもの よる ひる てんじょう 

に 穴 を あけて、 着物 を かみ さいたり、 夜 も 昼 も 天井う 

ざしき すみ 

ら やお 座敷の 隅 を かけずりまわった りして、 それ は ひ 

ど いいた ずらの しほうだい をして いました。 

とき かみ 

そこでた まら なくなって、 ある 時お 上から おふれが 

ほうぼう か ねこ くび つな 

出て、 方々 のうちの 飼い猫の 首つ たまにつ ないだ 綱 を 

まな もの まつ 

といて、 放して やる こと、 それ をし ない 者 は 罰 をう け 



すると また 一 ぴき 背中の まがった ねずみが ぶしょう 

すわ こえ 

らしく 座った まま、 のろのろした 声で、 

「そんな こと を さっても 猫に はかなわない よ。 それよ 

りか あきらめて、 田舎へ 行って 野 ねずみに なって、 

きらく く 

気楽に 暮らした ほうが まし だ ご 

と 言いました。 

なるほど 田舎へ 1^ つて 野 ねずみに なって、 木の 根 や 

,R ら く きらく 

きび 殻 を かじつ て 暮らす の は 気楽に ちが いありません 

みやこ た 

が、 これまで さんざん 都で おいしい もの を 食べて、 お 

おも けっしん 

もしろ い 思い をした あとで は、 さて なかなか その 決心 

もつ きませんでした。 



そこでい ちばんお しまいに、 中で も ふんべつの あり 

4p I こま ，-こ あ 

そうな 頭 の 白い ねずみが 立ち上が リ ました。 そして 

お ちょうし 

落ちついた 調子で、 

なに ど にんげん たの ねこ 

「まあ 何かとい うよりも、 もう 一度 人間に 頼んで、 猫 

をつ ないでも らう ことにしたら いいだろ うご 

と 言いました。 

すると みんなが 声 を 合わせて、 

かぎ 

「そうだ。 そうだ。 それに 限る ご 

と 言いました。 

ギ J ちょう しお なかま 

そこで 議長の ごま 塩 ねずみが 仲間から えらばれて、 

てら おしょう ところ どね こ 

ここのお 寺の 和尚さん の 所へ 行って、 もう 一度 猫に 



幸 い、 さしあたり ねずみ ども を 手 はじめに、 人間に あ 

けもの かた たいじ 

だ をす る 獣 を片 つばし から 退治す る つもりで いるの 

です ご 

と 言いました。 

おしょう ねこ のた こうじょう 

和尚さん は 猫の こうまん らしく 述べ 立てる 口上 を、 

き 

にこに こして 聞きながら、 

まえ い 

「うん、 うん、 それ はお 前の 言う とおり だと も。 だか 

ら ねずみの 一一 一一 n うこと は 取り上げずに 帰して やった の だ 

から、 安心お しなさい ご 

と 言いました。 

そこで 猫 はすつ かりとく いに なって、 笔を ふり 立て 



げんき わか 

すると また 元気の いい 若 ねずみた ちが、 くやしが つ 

て、 

ま くだ ど せんそう 

「まあ 待って 下さい。 われわれ はた だの 一度 も 戦争ら 

せんそう みやこ てき あ わた 

しい 戦争 をし ないで、 む ざむ ざ 都 を 敵に 明け渡して 

i 舎へ 逃げる というの は、 いかにも ふがいない 話で 

はありません か。 それで は 命 だけ はぶ じに 助かって 

のちな が けものな かま わら 

も、 この 後長く 獣 仲間の 笑われ ものに なって、 まん ぞ 

くな つきあい もで きなくなります。 そんな はずかしい 

目にあう よりも、 のる か、 そる か、 ここでい ちばん 死 

ぐる ねこ たたか か 

にもの 狂いに 猫と 戦って、 うまく 勝てば、 もうこれ か 

よ なに てんじょううら 

らは 世の中に 何も こわい もの はない、 天井裏だろう が、 



い さき 

言う もの だから、 こんど はこれ でが まんして、 この 先 

もうね ずみ を いじめない ようにし ておくれ。 その 代わ 

り また、 ねずみが 悪さ を はじめたら、 いつでも 見つけ 

しだい く ころ しょうち 

次第 食い殺しても かまわない。 どう だね、 それで 承知 

して くれる かご 

わる 

「よろし ゆう ございます。 ねずみが 悪さ さえし なけれ 

ば、 わたくしども もがまん して、 あわび 貝で かつ 節の 

しる めし た まんぞく 

ごはん や 汁 かけ 飯 を 食べ て 満足して います ご 

ねこ こえ い おしょう 

ァ J う 猫た ちが 声 を そろえて 言 いますと、 和尚 さ ん も 

まんぞく わら 

満足ら しく、 にこに こ 笑って、 

「さあ、 それで やっと 安心した。 ねずみ は 猫に はかな 
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